
私
た
ち
が
「
住
み
や
す
い
」「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
自
治

会
や
町
内
会
、
地
域
に
根
ざ
し
た
N
P
O

法
人
な
ど
の
皆
さ
ん
が
活
発
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
介
護
や
子
育
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
自

治
会
や
N
P
O
法
人
の
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

例
年
に
な
い
強
い
寒
波
が

襲
来
し
、
冷
た
い
北
風
が
吹

い
た
二
月
三
日
、
市
内
各
地

で
「
福
は
〜
内
、
福
は
〜
内
、

鬼
は
〜
外
…
」
と
、
豆
ま
き

の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

流
山
二
丁
目
の
浅
間
神
社

で
は
、
流
山
一
〜
四
丁
目
自

治
会
か
ら
な
る
根
郷
町
会

（
秋
元
浩
司
町
会
長
）
と
流

山
市
商
工
会
第
二
支
部
（
牧

野
皖
春

き
よ
は
る

支
部
長
）
の
共
催
で

「
豆
ま
き
大
会
」
が
行
わ
れ
、

約
三
百
人
の
参
拝
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
＝
写
真
。

二
月
五
日
、
文
化
会
館
で

ま
ち
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
運
営
、
子
育
て
支
援
事
業

な
ど
の
幅
広
い
活
動
を
展
開

し
て
い
る
N
P
O
法
人
流
山

ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
（
米
山

孝
平
代
表
）
は
、
創
立
十
周

年
を
記
念
し
て
「
和
太
鼓
の

演
奏
」
と
「
安
心
の
暮
ら
し

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▽
日
時
＝
３
月
26
日
�
13

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
内
容
＝
第
１
部
…
和
太

鼓
「
御
響
」
に
よ
る
演
奏
、

第
２
部
…
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
理
事
長
・
堀
田
力
さ
ん
の

講
演
会
「
新
し
い
ふ
れ
あ
い

社
会
に
向
け
て
」
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
N
P
O
法
人
流
山
ユ

ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
�
７
１
５

３
―

３
９
１
１

N
P
O
法
人
C
＆
C
（
ケ

ア
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
）
ク
ラ
ブ

（
上
矢
洋
久
代
表
）
は
、
設

立
五
年
目
を
迎
え
、
幅
広
い

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
を
適
用
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
生
き
が

い
づ
く
り
の
カ
ル
チ
ャ
ー
サ

ー
ビ
ス
が
主
な
事
業
。
パ
ソ

コ
ン
を
は
じ
め
、
手
芸
、
日

本
舞
踊
、
書
道
、
健
康
体
操

な
ど
十
一
種
を
開
催
。
昨
年

か
ら
開
催
し
て
い
る
歌
声
喫

茶
も
好
評
で
す
。「
年
齢
を

問
わ
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
、

自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
活

か
そ
う
！
」
と
、
小
規
模
な

が
ら
真
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
を
。

□問
N
P
O
法
人
C
＆
C
ク

ラ
ブ
�
７
１
５
４
―

１
３
２

５

「
流
山
の
祭
り
を
語
る
」
が

行
わ
れ
約
五
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
＝
写
真
。

こ
れ
は
、
百
六
十
九
あ
る

自
治
会
の
中
で
も
、
元
気
な

祭
り
と
し
て
評
判
の
東
初
石

一
丁
目
自
治
会
（
高
橋
澄
子

会
長
）
の
夏
祭
り
と
北
自
治

会
（
橋
川
弘
道
会
長
）
の
北

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
関
係
者
に
そ
の

成
功
の
秘
訣
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山
（
伊
勢
良
一
理
事
長
）

が
開
催
し
た
も
の
で
す
。
両

自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当

さ
れ
た
方
々
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
苦
労
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
き
た
か
な
ど

の
体
験
談
が
あ
り
、
参
加
し

た
自
治
会
関
係
者
な
ど
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た

ち
に
季
節
の
伝
承
行
事
を
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
平

成
元
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
こ
と
し
で
十

七
回
を
数
え
ま
す
。

当
日
は
、
近
所
の
子
ど
も

た
ち
や
氏
子
ら
が
見
守
る

中
、
神
社
総
代
や
町
会
長
、

自
治
会
長
ら
六
人
が
「
福
は

〜
内
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

参
拝
客
に
豆
を
ま
き
ま
し

た
。
境
内
の
一
角
で
は
、
根

郷
婦
人
会
（
秋
元
美
代
子
会

長
）
の
協
力
で
つ
き
た
て
の

お
餅
や
豚
汁
、
お
で
ん
な
ど

も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
内
下
花
輪
地

先
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
南

側
に
地
域
融
和
施
設
の
建
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
計
画
に
お
け
る
施

設
は
、
平
屋
建
て
、
延
べ
床

面
積
約
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
ご
み
焼
却
施
設
の
余
熱

を
利
用
し
た
温
浴
施
設
と
集

会
施
設
で
す
。

こ
の
施
設
を
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
に
し
よ
う
と
、
建

設
計
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、

設
計
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
計
画
の
閲
覧
】
二
月
二

十
一
日
か
ら
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
各
公
民
館
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ま
た
、
各
施
設
で
計
画

の
概
要
を
示
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
】
任
意
の

様
式
に
意
見
、
住
所
、
氏
名

（
団
体
名
等
）、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
二
月
二
十
一
日
か

ら
三
月
七
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
①
持
参
②
郵
送
（
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
流
山
市
下

花
輪
１
９
１
）
③
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
�
７
１
５
０
―
８
０
７

０
）
④
Ｅ
メ
ー
ル
（risai

kuru@
city.nagareyam

a.
chiba.jp

）
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

へ
。□問

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―

８
２
５
０

流山市のホームページアドレス
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/
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市の人口と予算

【人口・世帯】〈2月1日現在〉
合計＝152,025人 （－ 1）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,295人 （－ 28）
女 ＝ 76,730人 （＋ 27）
世帯＝ 56,982世帯（＋ 16）
【予算】〈2月1日現在〉
一 般 会 計＝391億7,049万5千円
特別・企業会計＝379億4,744万6千円

平成17年市議会第1回定例会は、2月24日�午後１時から開会する予定です
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町会　で運営町会　で運営17年 な 
　ど 町会　で運営17年 な 
　ど 
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広
げ
よ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

自
治
会
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
多
彩
に

ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山

祭
り
成
功
の
秘
訣
を

伝
授

流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト

３
月
26
日
に
10
周
年
記

念
講
演
会

C
＆
C
ク
ラ
ブ

真
心
こ
め
た
サ
ー
ビ
ス
で

生
き
が
い
づ
く
り
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

N
P
O
も
幅
広
い
事
業
展
開

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

堀
田

力
さ
ん

気功太極拳で健康な体を 【市ホームページへの広告掲載応募要領】
▽広告の規格＝天地60ピクセル×左右150ピクセル

（画像はGIF89A形式、容量4KB以内）▽掲載料（月
額）＝1枠20,000円▽広告枠＝最大8枠▽掲載位置＝市が
指定した場所▽申込書＝市ホームページ（http://www.
city.nagareyama.chiba.jp/section/hishokouhou/banner/
banner-bosyu.htm）からダウンロードできます
※ホームページのバナー広告や封筒類の広告などは、

市民の皆さんからいただいたご提言により実現したもの
です
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

市では、ホームページに掲載するバナー広告を募集し
ています。ことし4月1日からの掲載を希望する場合は、
3月11日までにお申し込みください。詳細は問い合わせを。

�������������
�������������
市ホームページへのバナー広告を募集

建
設
計
画
に
あ
な
た
の
声
を

地
域
融
和
施
設

地
域
融
和
施
設 

地
域
融
和
施
設 



平成17年２月15日（火曜日） （２）第１０８４号

千
葉
県
知
事
選
挙
が
、
三
月
十
三
日
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
投
票
は
、「
候
補
者

名
」
を
記
載
し
ま
す
。
な
お
、
仕
事
や
レ

選
挙
は
、
選
挙
期
日
（
投

票
日
）
当
日
に
投
票
所
に
お

い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前

投
票
制
度
は
、
選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
と

同
じ
く
投
票
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
つ

ま
り
、
選
挙
人
が
投
票
用
紙

を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ャ
ー
な
ど
で
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
当

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
・
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南
流
山
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
車
場
は
、
昨
年
十
月
一
日

か
ら
登
録
制
に
よ
る
有
料
化

と
な
り
ま
し
た
。

同
駅
周
辺
の
八
カ

所
の
自
転
車
駐
車

場
の
う
ち
、
北
口

地
下
自
転
車
駐
車

場
で
約
二
百
台
の

余
裕
が
あ
る
以
外

は
、
「
空
き
待
ち
」

の
状
況
で
す
。

同
駅
周
辺
自
転

車
駐
車
場
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
自
転
車
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�
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期
日
前
投
票
と
は

伊予恵美さんの作品

知事選挙 
千 葉 県 

投
票
日
は
　
月
　
日

3

13

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

は
告
示
日
の
翌
日
か
ら

対
象
と
な
る
投
票

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
行
う
投
票
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、「
指
定
病
院
や
施

設
で
の
不
在
者
投
票
」、「
滞

在
地
に
お
い
て
の
不
在
者
投

票
」、「
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
不
在
者
投
票
の

期
間
は
、
期
日
前
投
票
と
同

じ
期
間
に
変
更
さ
れ
、
選
挙

期
日
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら

の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
期
間

中
に
満
二
十
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
二
十
歳
に
な
る
方

で
あ
っ
て
も
、
従
来
の
不

在
者
投
票
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
投
票
用
紙

の
二
重
封
筒
へ
の
封
入
、

外
封
筒
へ
の
署
名
が
あ
り

ま
す
。

期
日
前
投
票
の
対
象
者

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
用

務
が
あ
る
な
ど
、
期
日
前
投

票
事
由
（
①
〜
④
な
ど
）
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

で
す
。

①
日
曜
日
に
営
業
す
る
自

営
業
の
方
。

②
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
選

挙
期
日
に
投
票
で
き
な
い

方
。③

冠
婚
葬
祭
の
予
定
の
あ

る
方
。

④
旅
行
の
予
定
の
あ
る
方
。

※
実
際
の
投
票
の
際
に

は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
と

同
じ
く
、
前
記
事
由
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
宣

期
日
前
投
票
所
の

場
所
・
期
間

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在

者
投
票
の
期
間
は
、「
選
挙

期
日
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
の

間
」
で
す
。
告
示
日
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
場
所
／
期
間
＝
①
市
役

所
第
１
庁
舎
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
２
月
25
日
�
〜
３

月
12
日
�
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
②
北
部
公
民
館
、

東
部
公
民
館
／
３
月
６
日
�

〜
３
月
12
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
※
入
場
整
理
券

（
届
い
て
い
る
方
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
る
対
象
者
が
拡
大

し
、「
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
」
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

誓
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
に
は
、
事
前

に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
る
と

さ
れ
た
方
で
、
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
が
一
級
の

方
は
、
代
理
記
載
制
度
も

あ
り
ま
す
。

国民健康保険

更
新
し
た

保
険
証

月
下
旬
に
郵
送

3

希
望
者
に
は
配
達
記
録
郵
便
で

市
で
は
、
更
新
し
た
保
険

証
を
三
月
下
旬
に
「
普
通
郵

便
」
で
住
民
票
の
住
所
地
へ

送
付
す
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
ご
希
望
の
方
に

は
、「
配
達
記
録
郵
便
」
で

送
付
し
ま
す
の
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

封
筒
の
表
に
「
配
達
記
録

郵
便
希
望
」
と
明
記
し
、
申

請
書
（
自
由
様
式
）
に
配
達

記
録
郵
便
希
望
の
旨
、
保
険

証
の
記
号
・
番
号
、
世
帯
主

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

切
手
（
二
百
十
円
分
）
を
同

封
の
上
、
三
月
十
五
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０

１
９
２
流
山
市
役
所
国
保
年

金
課
へ
。

【
そ
の
他
】

送
付
先
は
、
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
・
世
帯
主
あ

て
だ
け
と
し
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事

情
で
送
付
時
期
に
不
在
の
場

合
は
、
郵
便
局
に
回
送
な
ど

の
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
配
達
記
録
郵
便
」
は
、

年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
７

県
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ

び
千
葉
県
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
が
、
県
内
の
小
・
中

学
生
か
ら
募
集
し
た
「
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
」
作
品
の
入
賞
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。

本
市
か
ら
の
応
募
数
は
、

ポ
ス
タ
ー
が
百
五
十
八
点

（
小
学
生
五
十
一
点
、
中
学

生
百
七
点
）、
標
語
が
五
百

四
十
点
（
小
学
生
三
百
七
点
、

中
学
生
二
百
三
十
三
点
）。

八
木
中
学
校
の
伊
予
恵
美

さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
が
県
最
優

秀
賞
に
輝
く
な
ど
、
ポ
ス
タ

ー
と
標
語
を
合
わ
せ
六
作
品

が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
敬
称
略
〉

【
ポ
ス
タ
ー
】

▽
最
優
秀
賞
＝
伊
予
恵
美

（
八
木
中
１
年
）
▽
優
秀

賞
＝
松
尾
美
來
（
江
戸
川

台
小
４
年
）
▽
佳
作
＝
大

隅
可
貴
（
小
山
小
３
年
）、

釣
祐
吾
（
南
部
中
２
年
）、

菊
池
美
穂
（
八
木
中
１
年
）

【
標
　
語
】

▽
佳
作
＝
高
橋
翼
（
西

初
石
中
３
年
）

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１

０
０

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所

得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
の
平
日
お
よ
び
二
月

二
十
日
と
二
十
七
日
の
日
曜

日
で
す
。

松
戸
税
務
署
で
は
確
定
申

告
、
市
役
所
で
は
①
市
・
県

民
税
の
申
告
②
給
与
所
得
者

や
年
金
所
得
者
で
年
末
調
整

を
行
っ
て
い
な
い
方
の
確
定

申
告
③
扶
養
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
等

の
簡
単
な
確
定
申
告
に
つ
い

て
、
自
書
作
成
に
関
す
る
相

談
と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

市
役
所
で
の
相
談
・
受
付

時
間
は
、
九
時
三
十
分
か
ら

十
二
時
ま
で
と
、
十
三
時
か

ら
十
六
時
ま
で
で
す
。
な
お
、

申
告
す
る
方
が
多
く
、
相

談
・
受
付
時
間
内
に
そ
の
日

の
事
務
処
理
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
は
、
相
談
・
受
付
時

間
を
三
十
分
か
ら
一
時
間
前

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
早
め

に
来
庁
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
前
駐
車
場
が

狭
く
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
自
動
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
、
贈
与
税
、

譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
消
費
税
の
申

告
・
相
談
、
税
務
署
の
判
断

等
を
伴
う
も
の
は
、
松
戸
税

務
署
で
受
け
付
け
ま
す

□問
市
民
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
３
／
松
戸
税
務
署

�
０
４
７
―

３
６
３
―

１
１

７
１

を
受
け
付
け

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

2
16

3
15～

南流山駅周辺自転車駐車場 

利用希望者は 
空き待ち申請を！ 

駐
車
場
受
付
場
所
で
利
用
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
自
転

車
駐
車
場
に
空
き
が
で
た
場

合
は
、
予
約
受
付
順
に
利
用

案
内
の
連
絡
を
し
ま
す
。

▽
受
付
場
所
＝
北
口
第
３

自
転
車
駐
車
場
（
�
７
１
５

９
―

１
０
５
６
）
／
南
口
第

３
自
転
車
駐
車
場
（
�
７
１

５
９
―

１
０
５
８
）
／
北
口

地
下
自
転
車
駐
車
場
（
�
７

１
５
８
―

６
９
６
９
）

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

鰭ケ崎 

南流山南流山 南流山 
〒 

南
流
山
駅
 

南口第2自転車駐車場 

北口第2自転車駐車場 

北口第1自転車駐車場 

北口第4自転車駐車場 南口第1自転車駐車場 

北口第3地下自転車駐車場 

北口地下自転車駐車場 

南口第3自転車駐車場 

…受付場所

確定申告の時期は、市役所の庁舎前駐車場が大変込み
合うことから、臨時駐車場（図参照）を開設します。確

定申告等で駐車時間が長くな
る方は、臨時駐車場を利用す
るようご協力ください。
▽開設期間＝2月16日～3
月15日（土・日曜を除く）
▽開設時間＝8時30分～17時
20分
※開設時間以外は施錠しま
すのでご注意ください
□問 管財課�７１５０－６
０６９

確定申告期間中に

流
山
駅 

臨時駐車場 
（屋上） 

県
道
松
戸
・
野
田
線 

県道柏・流山線 

至柏 市役所 
第3庁舎 

庁舎前駐車場 

市役所 

ケアセンター 

至野田 

至松戸 

※開設期間と時間にはご注意を

臨時駐車場を開設

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

八
木
中
・
伊
予
さ
ん
が
県
最
優
秀
賞



（３） 平成17年２月15日（火曜日） 第１０８４号

★印のあるものは市主催のものです 

★
リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
講
座

▽
日
時
＝
２
月
26
日
�
10

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽

対
象
／
定
員
＝
市
民
／
12
人

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
不

要
に
な
っ
た
洋
服
の
布
や
残

り
布
を
利
用
し
た
入
園
・
入

学
用
の
袋
物
づ
く
り
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
昼

食
、
材
料
と
な
る
布
な
ど
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
し
、

２
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
７
４
流
山

市
下
花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ
※
講
座
予
約
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
申
し
込
み
も

可
□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
家
庭
保
健
講
座
「
女
性

の
健
康
を
考
え
る
〜
性
差
医

療
っ
て
な
に
？
」

「
性
差
医
療
」
と
は
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
と
は

違
う
体
の
仕
組
み
を
理
解

し
、
そ
の
特
性
に
合
っ
た
医

療
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

性
差
医
療
を
理
解
し
、
心

身
に
わ
た
り
納
得
の
い
く
治

療
や
対
処
法
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
２
月
28
日
�
14

時
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
50
人
（
先
着
順
）

▽
講
師
＝
小
西
明
美
さ
ん

（
小
張
総
合
病
院
医
師
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

栄
養
講
座
（
健
康
づ
く
り

推
進
員
２
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
）

▽
日
時
＝
２
月
23
日
�
10

時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
30
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
県
特
産
の
野
菜
を

使
っ
た
お
や
つ
づ
く
り
▽
参

加
費
＝
１
０
０
円
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

講
座
・
講
演

そ
の
他

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間 
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数） 
�日平均値が0.10mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無 

環境測定の結果 
　クリーンセンター大気質環境測定結果 

項　　　目 

大
　
　
気
　
　
質 

法・条例による 
規制値 保証数値 測定数値 

排
　
出
　
ガ
　
ス 

窒素酸化物 
 (ppm) 

硫黄酸化物 
(ppm)

塩 化 水 素 
(ppm) 
 ば い じ ん 
(mg/�N)
水　銀 
(mg/�N)

ダイオキシン類 
(ng‐TEQ/�N)

 

250 以下 

430 以下 

80 以下 

 

1 以下 

 

10 以下 

30 以下 

10 以下 

5 以下 

0.03 以下 

0.01 以下 

12月 

12月 

12月 

12月 

12月 

11月 

1以下 

7以下 

2以下 

1以下 

0.005以下 

0.00018以下 

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２ 
 

�問リサイクル推進課�７１５７－８２５０ 

常磐自動車道測定結果 （平成16年12月） 

（平成16年11月・12月） 

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 

項　　目 若葉台 西初石 東初石 青　田 

8 

2（0） 

無 

時　間 

日 

有　無 

6 

3（0） 

無 

10 

3（0） 

有 

17 

3（0） 

無 

�騒音 

�NO2 

�SPM

�日平均 

　交通量 

上　　り 

44,369台 

下　　り 

46,730台 

合　　計 

91,099台 

�問環境保全課�７１５０－６０８３ 

カ月を要することから結果の公表が遅れます 

映
画
・
公
演

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
２
月
23
日
�
14

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
人
形
劇

「
た
の
し
い
さ
か
な
つ
り
」

ほ
か
▽
出
演
＝
人
形
劇
団
レ

イ
ン
ボ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

縦
　
覧

★
流
山
都
市
計
画
公
園
の

関
係
図
書
の
縦
覧

▽
縦
覧
時
間
＝
８
時
30
分

〜
17
時
20
分
（
土
・
日
曜
、

祝
日
等
を
除
く
）
▽
場
所
＝

公
園
緑
地
課
▽
内
容
＝
２
月

★
市
営
住
宅
の
入
居
者
募

集
き
ょ
う
十
五
日
か
ら
、
市

営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

入
居
者
の
選
考
は
、
住
宅

の
困
窮
度
に
応
じ
て
市
が
行

い
、
順
位
の
定
め
難
い
場
合

は
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
入
居
時
期
は

三
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

▽
募
集
期
間
＝
２
月
15
日

�
〜
28
日
�
（
土
・
日
曜
を

除
く
）
▽
募
集
団
地
／
間
取

り
／
戸
数
／
１
カ
月
の
家

賃
＝
①
柳
田
団
地
（
流
山
９

―
５
０
０
―
３
）
／
３
Ｄ

Ｋ
／
３
戸
／
１
９
８
０
０
円

〜
②
大
橋
団
地
（
東
深
井
６

９
８
―
１
）
／
３
Ｄ
Ｋ
／
３

戸
／
２
５
２
０
０
円
〜
③
運

河
団
地
（
西
深
井
８
２

１
）
／
２
Ｄ
Ｋ
／
１
戸
／
１

０
５
０
０
円
〜
※
家
賃
は
収

入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
▽

応
募
資
格
＝
次
の
要
件
す
べ

て
を
満
た
す
方
…
①
市
内
に

１
年
以
上
住
民
登
録
ま
た
は

勤
め
て
い
る
市
税
の
滞
納
が

な
い
方
②
同
居
す
る
親
族
が

あ
る
方
（
運
河
団
地
に
つ
い

て
は
50
歳
以
上
の
方
、
障
害

者
手
帳
（
１
〜
４
級
）
を
お

持
ち
の
方
な
ど
は
単
身
入
居

も
可
）
③
年
間
総
収
入
額
が

基
準
額
以
内
で
あ
る
方
④
住

宅
に
困
っ
て
い
る
方
▽
必
要

書
類
＝
市
営
住
宅
入
居
申
込

書
（
市
役
所
お
よ
び
各
出
張

所
で
配
布
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
建
築
住
宅
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
８

★
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
あ
つ
ま
れ
「
食
事
と
お
や

つ
を
考
え
る
」

▽
日
時
＝
２
月
25
日
�
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
場

所
＝
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
１
〜
３
歳

児
と
そ
の
親
／
25
組
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
栄
養
士
に
よ

る
「
乳
幼
児
に
適
し
た
食
事
」

の
話
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
十
太

夫
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

□問
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
４
―

５
２
５
４

★
石
け
ん
利
用
推
進
協
議

会
委
員
の
募
集

「
流
山
市
石
け
ん
利
用
推

進
協
議
会
」
は
、
生
活
排
水

に
よ
る
汚
染
が
著
し
い
手
賀

沼
や
江
戸
川
の
水
質
浄
化
を

推
進
す
る
た
め
、
水
質
汚
濁

の
一
因
と
言
わ
れ
て
い
る
合

成
洗
剤
に
替
え
て
、
石
け
ん

の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
け
ら
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
方
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名
▽
活
動
内
容
＝

情
報
交
換
や
市
民
へ
の
啓
発

活
動
、
研
修
会
や
消
費
生
活

展
へ
の
参
加
▽
応
募
方
法
＝

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
団
体
加
入
者
は

そ
の
名
称
を
明
記
し
、
２
月

28
日（
必
着
）ま
で
に
〒
２
７

０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所

▽日時＝２月25日�12時15分～▽場所＝市役所4階議
会事務局ロビー▽テーマ＝電子ピアノパーティー▽曲目＝ト
ッカータとフーガ（バッハ）、カルメン第１組曲より｢前奏曲｣｢ア
ルカラの竜騎兵｣｢フィナーレ｣ほか（ビゼー）、ルロイ・アンダー
ソンメドレー、ふるさとの四季より｢冬景色｣｢雪｣など▽出演＝
内藤葉子、名倉扶季（電子ピアノ）、伊津野志保（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

4月1日から、旧法定外公共物（里道や水路など）の管理者が変

わります。道路・水路の機能を失った旧法定外公共物は財務省の

管理となり、機能を有している法定外公共物は市の所有・管理とな

ります。旧法定外公共物の境界確定や売払申請等は、直接、関東

財務局（�０４３－２５１－７２１１）に行うことになりますが、公図・現況等
では財産管理者が明確でないため、まずは市に確認してください。
□問道路管理課�７１５０－６０９３

里道・水路の管理者が変わります

今月は25日に 
第202回 

８
日
付
で
都
市
計
画
公
園

に
追
加
し
た
西
初
石
近
隣

公
園
の
関
係
図
書
の
縦
覧

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―

６
０
９
２

生
活
安
全
課
へ

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

「
流
山
青
年
の
家
」
が
一

時
閉
鎖
に

現
在
県
が
運
営
し
て
い
る

「
流
山
青
年
の
家
」
は
、
四

月
か
ら
本
市
に
移
譲
さ
れ
ま

す
。
こ
の
移
譲
に
伴
い
、
市

で
は
施
設
の
改
修
の
た
め
、

当
分
の
間
、
同
施
設
を
閉
鎖

し
ま
す
。

改
修
後
の
開
館
時
期
に
つ

い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等

学
園
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

▽
期
日
＝
２
月
17
日
�
・

18
日
�
▽
時
間
＝
11
時
〜
15

時
▽
場
所
＝
柏
駅
東
口
・
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
２
階
入
り
口

（
柏
市
）
▽
内
容
＝
同
学
園

の
生
徒
が
専
門
実
習
で
製
作

し
た
縫
製
品
、
染
め
織
物
、

陶
磁
器
な
ど
の
販
売

□問
県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２

０
０

□問 �関東電気保安協会
�７１６６－８７２０

市内には、長崎保育所内の「ゆうゆう」をはじめ、
7カ所の子育て支援センターがあります。各支援セン
ターには、自由に遊べる園庭やフロアがあり、また、
親子で楽しく参加できる催し物も行っています（別表
参照）。子育て中の皆さん、育児不安の軽減やリフ
レッシュの場として、子育て支援センターをご利用く
ださい。
※催し物の開催時間・申込方法など、詳細は各支
援センターにお問い合わせください。なお、毎月の
催し物はホームページでご案内しています

応援します　あなたの子育て
支援センターのご利用を

【2月の行事予定】

支援センター名 

かるがも 
�7159-2813

17日��
24日��

ティータイム（200円） 
ひな人形づくり（150円） 

ずくぼんじょ 
�7145-4312

毎週��親子グループ 
（親子の遊びや交流の場） 

小山保育園 
�7156-8011

21日��
24日��

ひな人形づくり（100円） 
ズバリ子育て講座 

西平井保育園 
�7159-7475

毎週��
23日��

子育て相談、お話会 
ひな人形づくり 

アゼリア 
�7159-2954

24日��
25日��

わらべうた、リズム遊び 
ひな人形づくり（50円） 

わらしこ 
�7150-2654

毎週��
22日��

わたぼうし　ぶんこ 
外あそび 

ゆうゆう 
�7144-7926

16日��
19日��

ひな人形づくり 
おとうさんといっしょ 

期　日・催し物 

2月は政府の呼びかけによる

省エネルギー月間
地球環境を考えて省エネしてね！

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１
カ月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日

時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

絵画造形展（江戸川台ひまわり幼稚園主催）＝2月17日�
～19日�9時～15時（19日は12時まで）、江戸川台ひまわり幼

稚園。入場料無料□問同幼稚園�７１５２－０４３５
旧正もろもろカルタ会（富士見台カルタ会主催）＝２月19

日�9時～10時、富士見台自治会館。参加費100円□問入内島�
７１５３－００２０

韓国料理講習会（流山市国際交流協会主催）＝2月24日�9

時30分～13時30分、南流山センター。参加費1,000円□問花家�
７１５９－９８３５

第3回流山の風景を描く会作品展＝3月2日�～6日�9時30

分～17時（2日は13時から、6日は16時まで）、博物館。入場

料無料□問高橋�７１５２－７３６７
クレアダンス（簡単に踊れる社交ダンス）講習会（DADA

車椅子を贈るダンスの会主催）＝3月3日・10日・17日、4月7

日・14日・21日いずれも木曜18時15分～20時45分、南流山セ

ンター。参加費１回500円□問山本�７１４６－０８５０
囲碁入門学舎（流山市文化協会囲碁部主催）＝4月6日から

概ね1カ年間の毎週水曜10時～12時、森の図書館。参加費無

料（テキスト代1,680円は自己負担）※3月26日までに申し込

みを□問伊藤�７１５２－８８０７

サ　ー　ク　ル
碁談会（囲碁の有（高）段者による勉強会）＝毎週土曜12時

～17時、主に思井福祉会館□問藤河�７１５９－１７４３
フラワーデザインＪuku（フラワーアレンジ（生のお花中

心））＝第2火曜10時～12時、14時～16時、東部公民館□問重信

�７１４８－３１９２
流山市立博物館友の会＝｢歴史・民俗の研究発表｣、｢博物

館・美術館めぐり｣、｢文芸講座｣、｢歴史・文学・民芸散歩｣

などの活動を年間通して実施□問本田�７１５２－２９４９
ファーストクラブ（バドミントン）＝毎週土曜9時～12時、コ

ミュニティプラザ□問栗田�７１５５－１１６６（19時以降）
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平成17年２月15日（火曜日） （４）第１０８４号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

一
月
三
十
日
、
メ
ル
ボ
ル

ン
で
行
わ
れ
た
テ
ニ
ス
の
全

市
内
な
ど
で
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
若
者
た
ち
が
集

う
、「
第
二
回
流
山
ヤ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
05
〜
未
来
を
奏
で
る
♪

若
者
た
ち
の
つ
ど
い
〜
」
を
、

二
月
十
九
日
・
二
十
日
に
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
2
月
19
日
�
・

20
日
�
い
ず
れ
も
13
時
（
開

演
）
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
出
演
＝
別
表
参
照
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

一
月
三
十
日
、
文
化
会
館

で
「
健
康
を
支
え
る
栄
養
学
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
約

四
百
人
の
市
民
が
食
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

病
気
の
予
防
と
早
期
回
復

に
は
、「
正
し
い
食
生
活
」

が
何
よ
り
大
切
と
、
市
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。
正
し
い

食
生
活
を
実
践
し
、
潰
瘍
性

大
腸
炎
や
糖
尿
病
を
克
服
し

た
市
民
な
ど
に
よ
る
体
験
発

表
を
は
じ
め
、
医
師
・
佐
藤

和
子
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

「
な
ぜ
人
は
病
気
に
な
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
病
気
は
な

お
る
の
か
」、
試
食
会
、
先

進
自
治
体
の
事
例
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
、
千
葉
県

に
収
容
さ
れ
た
犬
・
ね
こ
の

致
死
処
分
頭
数
は
、
二
万
一

千
三
十
五
頭
で
す
。

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

動
物
を
飼
っ
て
い
た
ら
、
こ

ん
な
に
多
く
は
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。
不
幸
な
動
物
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
飼
い
主

は
「
正
し
い
飼
い
方
」
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

①
動
物
を
飼
い
始
め
る
前

に
、
飼
え
る
住
宅
事
情
か
世

話
を
す
る
人
が
い
る
か
等
の

検
討
を
十
分
し
ま
し
た
か
②

み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い
よ

う
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
実

施
し
ま
し
た
か
③
安
易
な
飼

養
放
棄
を
せ
ず
終
生
飼
養
し

て
い
ま
す
か
④
や
む
を
得
ず

飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し

た
か
⑤
繁
殖
や
近
隣
へ
の
迷

惑
、
疾
病
防
止
等
の
た
め
、

ね
こ
の
室
内
飼
い
を
し
て
い

ま
す
か
⑥
し
つ
け
を
し
ま
し

た
か
―
な
ど
、
自
分
の
動
物

の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
※
動
物

を
捨
て
る
と
法
律
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

□問
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
生
活
支
援
課
�
７
１
６

７
―

１
２
５
５

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
、「
全
国
春
の
火
災
予
防

運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
初
日
の
一
日
朝
七
時

に
、
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
防
火
を
呼
び
か

け
ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

昨
年
中
、
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
五
十
件
で
、
前
年

よ
り
十
三
件
増
え
て
い
ま

す
。
火
災
の
原
因
の
ト
ッ
プ

は
放
火
で
す
。
放
火
を
防
ぐ

た
め
、
①
家
の
周
り
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
②

ゴ
ミ
は
回
収
指
定
日
の
朝
に

出
す
③
門
灯
な
ど
照
明
設
備

で
自
衛
策
を
講
じ
る
な
ど
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

□問
予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

必
要
な
量
の
ガ
ソ
リ
ン
を

自
分
で
給
油
す
る
「
セ
ル
フ

式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
が
、

全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、
衣
服
等
か
ら
の
静

電
気
に
よ
る
「
放
電
火
花
」

が
起
き
や
す
く
、
思
わ
ぬ
事

故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
際

は
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

る
②
車
の
外
に
出
る
時
は
、

必
ず
ド
ア
と
窓
を
閉
め
る
③

給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け

る
前
に
、
車
体
の
金
属
部
分

お
よ
び
静
電
気
除
去
シ
ー
ト

に
手
を
触
れ
て
静
電
気
を
除

去
す
る
④
給
油
は
必
ず
一
人

で
行
い
、
給
油
中
は
再
帯
電

防
止
の
た
め
そ
の
場
を
離
れ

な
い
⑤
給
油
中
は
同
乗
者
を

車
か
ら
外
に
出
さ
な
い
⑥
給

油
中
は
同
乗
者
も
含
め
、
タ

バ
コ
な
ど
火
気
厳
禁
に
す
る

⑦
給
油
中
は
給
油
設
備
の
使

用
手
順
や
方
法
を
守
り
、
給

油
ノ
ズ
ル
は
適
切
に
扱
う
⑧

使
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
取
り
扱
い
に
つ
い
て
従

業
員
に
確
認
す
る
。
そ
の
他
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

□問
予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

豪
オ
ー
プ
ン
の
車
い
す
テ
ニ

ス
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
市

内
在
住
の
八
筬
美
恵
さ
ん
が

初
優
勝
し
ま
し
た
。

八
筬
さ
ん
は
、
高
校
時
代

に
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

脊
髄
損
傷
で
車
い
す
の
生
活

に
な
り
ま
し
た
。
国
立
身
体

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
、
職

業
訓
練
に
励
む
か
た
わ
ら
、

機
能
回
復
訓
練
の
一
環
と
し

て
初
め
て
車
い
す
テ
ニ
ス
に

出
会
い
ま
し
た
。
柏
市
に
あ

る
�
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修

セ
ン
タ
ー
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

な
ど
も
含
め
、
毎
日
二
時
間

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。

テ
ニ
ス
の
四
大
大
会
で
車

い
す
の
実
施
は
、
全
豪
と
全

米
オ
ー
プ
ン
の
ふ
た
つ
。
八

筬
さ
ん
は
、
昨
年
の
ア
テ
ネ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ダ
ブ
ル

ス
四
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、

日
本
女
子
の
第
一
人
者
で
す
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

オ
ル
ガ
ン
は
母
校
の
ひ
び
き
ク
リ
ス
マ
ス
　
　

老
杉
に
あ
ふ
る
る
光
初
詣
　
　
　

老
の
吹
く
笙
美
し
き
神
楽
か
な

堀
割
に
今
も
変
わ
ら
ぬ
冬
柳

初
日
記
未
知
の
世
界
を
綴
り
け
り

里
人
に
な
り
切
っ
て
ゐ
る
一
茶
の
忌

【
評
】
一
句
目
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ャ
を
誘
う
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
で
あ
る
。
中
七
に
作
者
の

思
い
が
籠
も
る
。
二
句
目
　
老
杉
と
も
神
杉
と
も
、
い
か
に
も
初
詣
で
に
は
ふ
さ
は
し

い
瑞
光
の
佇
ま
い
が
思
い
浮
か
ぶ
。
三
句
目
　
神
楽
の
伝
承
も
ま
ま
な
ら
ぬ
時
代
で
あ

る
。
し
か
し
笙
を
吹
く
老
人
が
居
る
と
言
う
こ
と
は
希
望
が
持
て
る
。
渾
身
の
一
句
で

あ
る
。
四
句
目
　
下
町
の
木
場
の
現
風
景
を
思
い
起
こ
す
。
冬
ざ
れ
の
景
の
中
に
冬
柳

が
木
場
の
存
在
を
示
す
よ
う
に
吹
か
れ
て
い
る
。
五
句
目
　
未
知
の
世
界
と
は
常
に
成

長
を
夢
と
す
る
人
の
生
き
ざ
ま
。
羨
ま
し
い
。
六
句
目
　
一
茶
忌
或
い
は
一
茶
忌
句
会

に
集
ま
る
人
々
は
す
べ
て
信
濃
の
里
人
を
任
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
ア
ル
プ
ス

こ
う
の
す
台
　
　
　
斎
藤
婦
美
子

初
冠
雪
が

昇
る
朝
陽
を
浴
び
て

私
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
で
光
る

ア
ル
プ
ス
連
山
の
優
雅
な
山
波
が

な
ぜ
か
私
の
心
を
は
げ
し
く
ゆ
す
ぶ
り

コ
バ
ル
ト
色
の
空
へ
　
と

絵
筆
は
　
す
べ
っ
て
ゆ
く

青
空
に
　
キ
リ
ッ
と
剣
雲
が
浮
び

遠
く
に
　
か
す
む
寺
院
の
屋
根
が
郷
愁
を
さ
そ
う

今
日
も

朝
陽
を
受
け
た
北
ア
ル
プ
ス
は

そ
の
　
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
で

さ
け
ら
れ
ぬ
老
い
へ
　
ふ
み
出
す
私
に

勇
気
と
　
癒
し
　
を
与
え
続
け
て
い
る

【評】自然に向き合うと、日常の諸事をすっかり忘れ
させてくれ、生の息吹きを与えられて、生命の流転の
中に組織されている自己を知る。さらに絵筆を取れば
すっぽり自然を所有できる。壁を占領する描かれた雪
は何度でも感動を引き起こす。時は流れ命あるものは
滅びても、山は永遠に存在するということだけで、救
われた気持ちになるのはなぜだろう。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

巻
き
上
が
る
風
に
吹
か
れ
て
降
る
雪
の
さ
な
が
ら
白
き
蝶
舞
う
か
た
ち

東
　
深
　
井
　
池
田
み
ち
よ

降
り
積
も
る
雪
に
か
く
れ
た
南
天
の
赤
い
実
た
ち
の
息
づ
き
聞
こ
ゆ

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

盛
り
土
の
天
辺
（
て
っ
ぺ
ん
）
に
そ
び
え
菜
の
花
は
幸
は
ふ
向
か
ひ
呼
び
て
咲
く
な
り

西
　
平
　
井
　
白
坂
　
京
子

【
評
】
池
田
氏
　
み
ぞ
れ
は
、
た
ち
ま
ち
雪
と
な
り
、
疾
風
に
巻
か
れ
て
吹
き
荒
ぶ
。

上
句
に
活
写
さ
れ
た
雪
の
威
力
、
風
に
い
ざ
な
わ
れ
る
流
動
感
で
、
つ
ぶ
て
は
激
し
く

飛
翔
し
群
舞
す
る
。
白
蝶
の
比
喩
が
効
い
た
見
立
て
に
感
性
が
光
る
。
森
口
氏
　
一
面

雪
に
覆
わ
れ
た
庭
景
色
で
あ
る
（
雪
に
か
く
れ
た
）（
赤
い
実
た
ち
）
口
語
体
の
擬
人

法
で
親
し
み
易
い
。
南
天
に
焦
点
を
当
て
て
、
た
め
息
を
聞
く
戯
画
化
の
断
定
を
「
息

づ
き
聞
こ
ゆ
る
ご
と
き
赤
い
実
」
と
結
句
を
疑
問
詞
で
リ
ア
ル
に
締
め
く
く
り
た
い
。

白
坂
氏
　
盛
り
土
に
そ
ば
立
ち
菜
の
花
は
咲
い
た
（
幸
は
ふ
向
か
ひ
）
は
消
化
さ
れ
な

い
語
で
あ
る
が
、
幸
せ
に
向
か
っ
て
明
る
く
希
望
に
溢
れ
て
菜
の
花
は
咲
く
よ
う
だ
、

と
言
え
よ
う
。

ロックからソーランまでジャンルを問わない音楽祭

　
日
・
　
日
に
文
化
会
館
で 

19

20

国際大会で活躍する八筬さん

期日・ジャンル 出演者・グループ名 

　※都合により出演者等が変更となる場合もあります。ご了承ください  

2月19日�
ロックほか 

①ななび②WUI Djembe（ウイ・ジャンベ）③西野バンド④
THE★ROG STAR（ログ・スター）⑤フライングドライブ⑥
RED ROOM（レッド・ルーム）⑦SCREAM（スクリーム） 

①クラシカルユニット②みほりょうすけ③流山おやこ劇場ロック
ソーラン隊 流星④とんとんみー⑤child pray（チャイルドプレ
イ）⑥燐汰狼⑦far off（ファーオフ）⑧ボクカマ⑨OdaiLand（
オダイランド）⑩小川剛士 ※10時～15時までバザーもあり 

2月20日�
アコースティ
ックほか 

車いすテニス女子シングルスで

八や

筬お

さ

さ
ん
が
快
挙

毎
日
の
練
習
が
実
を
結
ぶ3

月
1
日
か
ら
火
災
予
防
運
動
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食
の
大
切
さ
を

4
0
0
人
が
学
ぶ

動
物
を捨

て
な
い
で
！
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全豪オープンで初優勝！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
み
ち

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
海

こ
う
の
す
台
　
狼
　
　
　
司

静
電
気
に

ご
注
意
を
！

,


